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1 ．はじめに
岩手県久慈市の大沢田川流域に分布する上部白亜系

久慈層群玉川層からは，カメ類，ワニ類，コリストデ
ラ類，恐竜類をはじめ，�サメ類やエイ類を含む板鰓類
など数多くの脊椎動物化石が産出する（Hirayama�et�
al.�2０21 ; �Matsumoto�et�al.�2０19 ; �Sakaki�et�al.�2０22 ; �
平山ほか 2０1０；宮田ほか 2０19）．このうち板鰓類化
石については，宮田ほか（2０19）によってクレタラム

ナ属未定種 Cretalamna�sp.，スカパノリンクス属比較
種 Scapanorhynchus�cf.�raphiodon，オオワニザメ科未
定種 Odontaspididae�gen.�et�sp.� indet. スクレロリン
クス科未定種 Sclerorhynchidae�gen.�et�sp.�indet. の産
出が報告された．その後も調査が継続的に実施されて
おり，近年，玉川層からカスザメ科 Squatinidae の化
石と考えられる標本を得ることができた．そのため，
本研究では久慈琥珀博物館の琥珀発掘体験場近くにあ
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岩手県久慈市の上部白亜系久慈層群玉川層より
産出したカスザメ属（Squatina）の歯化石
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A fossil tooth of an angel shark（Squatina）from the Upper Cretaceous Tamagawa 
Formation（Turonian）, Kuji Group, Iwate Prefecture, Northeast Japan.
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Abstract
A�tooth�remains�of�angel�shark�was�discovered�in�the�Upper�Cretaceous�Tamagawa�Formation�

(Turonian)�of�the�Kuji�Group�in�Iwate�Prefecture,�Northeast�Japan.�The�tooth�was�identified�as�belonging�
to�the�genus�Squatina�based�on�the�following�diagnostic�features : �a�thin�apron,�a�low�lateral�shoulder,�
and�a�high�main�cusp,�with�the�cusp’s�height�being�at�least�half�the�height�of�the�crown.��Previous�
studies�have�suggested�that�the�upper�part�of�the�Tamagawa�Formation�represents�fluvial�or�estuarine�
environments.�Consequently,�the�Squatina�specimens�from�this�formation�likely�inhabited�freshwater�or�
brackish�environments,�or�alternatively,�they�may�have�been�marine�species�that�migrated�into�river�
systems.
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る玉川層の露頭から産出したカスザメ科の化石につい
て報告をする．

現生のカスザメ目はカスザメ科カスザメ属の 1 科 1
属22種からなり，世界中の温帯から熱帯の海に生息し
ている（Ellis�et�al.�2０21）．身体の前方部が背腹に扁
平でエイ類に似る．しかし，鰓孔が腹面でなく側面に
開くこと，胸鰭と頭部が癒合せずに分離しているこ
と，口が腹面でなく前方に開くことなどから，エイ類
とは異なり，サメ類に分類されている（例えば，
Nelson�et�al.�2０15 ; �Ebert�and�Dando�2０2０ ; �Ebert�et�
al.�2０21）．

化石では，後期ジュラ紀に生息していた Pseudorhina
科と，前期白亜紀から現在まで生息しているカスザメ
科の 2 科が知られている（Klug�and�Kriwet�2０13）．
カスザメ属には化石種として記載されているものもあ
るが，カスザメ属未定種 Squatina�sp. として記載され
ているものがほとんどである（例えば，後藤ほか
2０24）．化石として産出しているもののほとんどは，
他の板鰓類と同様に顎から遊離した歯であるが，後藤
（1977）は岐阜県瑞浪市明世町の瑞浪層群明世層山野
内部層（中期中新世）から，本属の 5 本の歯化石とと
もに， 5 個の椎体，口蓋方形軟骨，下顎軟骨（メッケ
ル軟骨），舌軟骨，舌顎軟骨などの骨格化石を報告し
ている．

2 ．化石産地および地質概説
化石産地は宮田ほか（2０19）と同様，岩手県久慈市

小久慈町に位置する久慈琥珀博物館の琥珀発掘体験場
の北方に位置する大沢田川支流の左岸に露出する久慈
層群玉川層から産出した（図 1 ）．化石産地付近の玉
川層は，炭質シルト岩，緑白色凝灰岩，緑灰色中粒砂
岩の岩相が認められ，照井・長浜（1995）の堆積相
H もしくは I に相当することから河川─河口の堆積環
境が推定されている（梅津ほか�2０13）．板鰓類化石は
主に上位の中粒砂岩から産出する．この化石産地では
二枚貝など石灰質の外骨格をもつ無脊椎動物化石はこ
れまでのところ見当たらない．しかし，カメ，ワニ，
恐竜類などの脊椎動物化石（Hirayama�et�al.�2０21 ; �
Matsumoto�et�al.�2０19 ; �Sakaki�et�al.�2０22 ; �平山ほか
2０1０；宮田ほか 2０19）のほか，植物化石および昆虫入
り琥珀（川上ほか 1994；Fursov�et�al.�2００2 ; �Katagiri�
et�al.�2０13 ; �Nakamine�and�Yamamoto�2０18）が産出
する．Legrand ほか（2０19）では化石産地からパリ
ノフロラを検出し，コケ・シダ植物，裸子植物，被子
植物の花粉から，温暖な気候の環境を推定した．

玉川層については年代測定が行われており，
Arimoto�et�al.�（2０18）によれば，玉川層下部の凝灰
岩 TG-０2が91.3±1.3Ma，玉川層中部の TG-０1が92.6±
０.6Ma の U-Pb 年代値が得られている．さらに調査地
である大沢田川流域のボーンベッド直下凝灰岩層
OSD-０1では�85.9±０.7Ma（サントニアン）の U-Pb 年

図 1 ．岩手県久慈市の久慈層群玉川層におけるカスザメ属化石の産地．地質図は梅津ほか（2013）を改変．星印は化石産地を示す．
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代値が得られている（Arimoto�et�al.�2０18）．その後，
同じ凝灰岩層である OSD-０1で放射年代が再検討さ
れ，9０.51±０.54�Ma（チューロニアン）�の U-Pb 年代
値が得られている（Hirayama�et�al.�2０21 ; �Uno�et�al.�
2０18）．さらに Legrand ほか（2０19）による化石産地
の花粉胞子化石群はチューロニアンのものと矛盾しな
いことを示している．以上のことから化石産出層の年
代はチューロニアンであるものと考えられる．

3 ．標本の記載
歯の用語は矢部・後藤（1999）に従った．なお，今

回検討した標本は久慈琥珀博物館�（Kuji�Amber�
Museum: �KAM）に登録されている

古生物学的記載
Class�Chondrichthyes�Huxley,�188０　軟骨魚綱

Subclass�Elasmobranchii�Bonaparte,�1838　板鰓亜綱
Division�Selachii�Nelson,�2００6　サメ区
Order�Squatiniformes�BuenDe,�1926　カスザメ目
Family�Squatinidae�de�Blainville,�1816　カスザメ科
Genus�Squatina�Duméril,�18０6�カスザメ属
Squatina sp.　カスザメ属未定種
（図 3 − 1 ）
検討標本：KAM2０2（整理番号OSD（Osawada�River）
3153）
標本の保管場所：久慈琥珀博物館
計測：歯牙最大高：2.8mm+，歯冠幅（近遠心径）：
5.2mm，舌側面歯冠高：1.1mm，唇側面歯冠高（エプ
ロン含む）：2.1mm 歯根幅（近遠心径）：5.2mm，歯
根厚（唇舌径）1.9mm．
記載：歯冠先端部および歯根の基底部を若干欠くもの
のほぼ完全な状態で保存された歯である．歯は高さよ

図 2 ．玉川層の模式柱状図．梅津ほか（2013）を改変．カスザメ属化石は宮田ほか（2019）で報告された板鰓類化石と同じ層準で産出した．
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り幅（近遠心径）が広く，歯全体はおおよそ T 字型
を呈する．歯冠は咬頭が円錐形を呈し，歯頚側で近遠
心に広がる．歯冠の唇側面および舌側面は全体的に滑
らかで条線などは認められない．歯冠の歯頚部には歯
頸帯が見られる．近遠心に広がった歯冠歯頚部は高さ
が低く，やや傾く．咬頭は 1 つで側咬頭はない．咬頭
は遠心側に傾き，歯冠幅（近遠心径）の約半分の高さ
である．近心と遠心の両側に切縁が発達する．歯冠の
舌側面は凸状であるが唇側面は平坦である．唇側面に
は，歯冠を構成するエナメロイドが歯根側に突出した
薄いエプロン（基底突起）が認められ，先端は丸みを
帯びた四角い形状を呈する．エプロンは歯根基部まで
達する．歯根は厚みがあり，基底面はおおよそ菱形を
呈し，舌側面観または唇側面観では歯根基部の縁は緩
やかな弧を描きやや凹む．歯根舌側面は中央部で幅が
1 mm 程度の凸状を呈する．歯根の溝や孔は化石化に
おける続成作用での地下水による溶解または摩耗の影
響で見られない
備考：本標本は歯冠が三角形を呈し，近心側および遠
心側に向かって広がること，歯冠に側咬頭が見られな
いこと，エプロンが発達することからテンジクザメ科
の Cederstroemia およびカスザメ科のカスザメ属
Squatina の両者に見られる特徴を持つ．両属は極めて

類似した歯の形態を呈し，Cederstroemia はしばしばカ
スザメ属と同定されることがある（Cappetta�2０12）．
Ebersole�et�al.�（2０22）� で は カ ス ザ メ 属 の 歯 が
Cederstroemia と形態学的に類似することをふまえ，こ
れまで，ロシアのサラトフ州（Saratov）の上部白亜系
から産出するカスザメ属と報告された化石については
Cederstroemia に帰属する可能性があるとした．ただ
し，先行研究では図示や記載がされていないこと，標
本の所在が不明であることから検証には至っていない
（Ebersole�et�al.�2０22）．

カスザメ属と Cederstroemia 属の歯は類似するもの
の，久慈層群産の標本はエプロンが薄いこと
（Cederstroemia は舌状に肥厚する），近遠心に広がっ
た歯冠基部は高さが低いこと（Cederstroemia は高
い），咬頭の長さが少なくとも歯冠の高さの半分に達
する（Cederstroemia は咬頭の高さが歯冠の半分以
下）ことからカスザメ目カスザメ属に同定されるもの
と考えられる（Cappetta�2０12 ; �Kaneko�and�Solonin�
2０24）

上部白亜系から産するカスザメ化石は S. baumbergensis，
S. cranei，S. hassei，S. lobatum，S. moelleri，S. 
muelleri，S.� lundegreni，S. fortemordeo が あ る（Klug�
and�Kriwet�2０13 ; �Siversson�et�al.�2０16）．Guinot�et�

図 3 ．岩手県久慈市の上部白亜系久慈層群玉川層より産出したカスザメ属化石．
Squatina sp., KAM202，a 唇側面観，b 舌側面観，c 咬合面観，d 基底面観，e 隣接面観．



─ 5 ─

al.（2０13）によれば，“S. muelleri”�Reuss,�1846は原記
載でカスザメ目と Cederstroemia 属および分類未定の
歯を混同して記載されたこと，ブタベストの内戦によ
りタイプ標本が焼失した可能性があることから
nomen�dubium と考えられる．また，Landemaine
（1991）や Biddle�（1993）�によって S. muelleri と同定
されたものについてはカスザメ属ではなくテンジクザ
メ科の Cederstroemia siverssoni�Guinot�et�al.�2０13に同
定されるものと考えられている（Guinot�et�al.�2０13）．

カスザメ属の遊離歯の種レベルの同定は困難である
とされている（Cappetta�2０12）．しかし，それぞれの
種において記載されている特徴から玉川層産カスザメ
属との比較を試みる．S. baumbergensis は，エプロン
が小さいこと，歯冠基部の広がりがなだらかで弱いこ
と，歯根に厚みがあるなどの特徴をもつ（Hübner�
and�Müller�2０1０）．S. cranei はエプロンが雫状を呈す
る（Rees�2００5）．また，S. lobata（=S. lobatum�in�Klug�
and�Kriwet�2０13）は歯冠および歯根に皺襞が認めら
れる．以上の点でこれらの種は久慈層群産のカスザメ
属とは明らかに異なる．S. moelleri においては歯冠の
み図示されており比較は困難である（Kiprijanof�1881,�
pl.2,�fig.1-3 ）．S. lundegreni では歯根が球根状に発達
し，S. fortemordeo では歯冠中央部直下にくびれが認
められる点（Siversson�et�al.�2０16）で本種とは異な
る．

玉川層産カスザメ属は歯根基部がやや斜めに下がる
こと，歯根基部に歯頸帯を持つこと，歯冠唇側面歯頸
部から歯根側に伸びるエプロンが長く，歯根基底部ま
で達する特徴が認められることから，アメリカの白亜
系から報告された S. hassei に類似する（Case�et�al.�
2００1 ; �Becker�et�al.�2００4）．本種はヨーロッパ，西ロ
シア，北米のサントニアンからマーストリヒチアンに
かけて産出しており（例えば，Becker�et�al.�2００4 ; �
Table 1 ），Guinot�et�al.�（2０12）�では Squatina 属の亜
属�Squatina （Cretascyllium）に所属するものとしてい
る．しかし，Siversson�et�al.（2０16）では，シンタイ
プの保存状態が悪いことから，一部の標本以外では，
S. hassei の同定が困難であることを指摘し，現状とし
ては S. hassei は Squatina の 2 つの亜属（Cretascyllium
および Squatina）のどちらにも確実に所属させること
ができないため疑問名とした．

したがって，本論では玉川層産のカスザメ属の歯化
石 KAM2０2をカスザメ属未定種 Squatina�sp. とした．

4 ．議論
本研究では久慈層群から初産出のカスザメ属の歯化

石を記載した．本研究によって，久慈層群玉川層にお
ける板鰓類相にカスザメ目カスザメ科カスザメ属が加

わった．カスザメ属化石はジュラ紀以降の地層から広
く産出の報告があり，白亜系からも，北アメリカ，
ヨーロッパ，南極大陸，アフリカなど地理的にも広く
分布していたことが知られている（Cappetta�2０12）．
後期白亜紀のカスザメ属はカンパニアン−マーストリ
ヒチアンの化石記録が多くみられるが，セノマニアン
−サントニアンの化石記録は多くはない（表 1 ）．ま
た，東アジア縁辺部の上部白亜系からの化石記録は乏
しく，双葉層群足沢層（コニアシアン）（上野・鈴木�
1995），和泉層群畦谷層（マーストリヒチアン）（谷本
ほか 2００2）からカスザメ属未定種 Squatina�sp. の報
告があるのみである．このうち，足沢層産標本は歯冠
の大部分を欠くこと，歯根も不完全なため（上野・鈴
木�1995）比較が困難である．また，畦谷層産の標本
は歯根が楕円を呈すること，近遠心に広がった歯冠基
部は高さが高いことで，KAM2０2とは異なり，別種で
あると考えられる．一方，日本列島の新生界からもカ
スザメ属の歯化石の産出が認められ（例えば後藤ほ
か 2０24），このうち，始新世のカスザメ属の絶滅種で
ある Squatina prima�（Winkler�1873）が岡山県の波型
層から産出が知られている（田中ほか 2００6）．本種は
歯冠の基部が KAM2０2より狭い点で異なる．福岡県
の漸新統芦屋層群からはカスザメ属未定種 Squatina�
sp. が産出するが（上野ほか 1984 ; �Tomita�and�Oji�
2０1０），KAM2０2はそれよりもエプロンが発達する点
で違いが認められる．また，岐阜県の中新統瑞浪層群
においても Squatina�sp. が産出するが（糸魚川ほ
か 1985），エプロンが細く，丸みを帯びる点で
KAM2０2とは異なる．糸魚川ほか（1985）によれば
後期白亜紀以降，カスザメ属の歯の形態は比較的安定
しており，顎歯によるカスザメ属の種の同定は困難で
あることが指摘されているが，KAM2０2はこれらの新
生代の種とも別種である可能性が高い．

現生カスザメ科は，主に大陸棚を中心に生息してい
るが，一部の種では沿岸の浅海域や大陸斜面まで生息
していることが知られている（Ellis�et�al.�2０21）．後
期白亜紀カスザメ属産出層の堆積環境をみると，おお
よそ沿岸域−遠洋域の幅広い堆積相からの産出が認め
られる（表 1 ）．日本列島の後期白亜紀カスザメ属化
石のうち，上野・鈴木（1995）で報告された標本は，
足沢層の大久川部層の中部相当層から産出し（高桑ほ
か，2０18），内側陸棚─上部外浜の堆積環境が推定さ
れている（安藤ほか 1995）．谷本（2００2）で報告され
た畦谷層では比較的深海性の堆積環境であったことが
推定されている（田中 1965）．したがって，双葉層群
および和泉層群から産出したカスザメ属の推定される
生息場は，現生種と概ね同様であったものと考えられ
る．
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表 1 ．後期白亜紀カスザメ属 Squatina の主な化石産地．

Region Country Area Strata Sedimentary�
environment Geological�age Taxon Reference

North�
America

USA South�Dakota Fairpoint�Member�of�
the�Fox�Hills�Formation nearshore�of�delta�front late�Maastrichtian “Squatina hassei” Becker�et�al.�（2００4）

USA New�Jersey New�Egypt�Formation nearer–shore�（Olsson�1963） late�Maastrichtian “Squatina hassei” Case�et�al.�（2００1）

USA Arkansas Arkadelphia�Formation open�coastline�not�proximal�
to�any�major�river�influence late�Maastrichtian Squatina�sp. Becker�et�al.�（2００6）

USA Northeastern�
Colorado Fox�Hills�Formation nearshore Campanian–

Maastrichtian “Squatina hassei” Hoganson�et�al.
（2０22）

USA South�Dakota Fox�Hills�Formation shoreface Maastrichtian “Squatina hassei” Becker�et�al.�（2００4）

USA North�Carolina Bladen�Formation delta–shelf middle�Campanian Squatina�sp. Case�et�al.�（2０19）

USA western�Georgia Blufftown�Formation
back-barrier�marine�
environments,
estuarine�or�other�river-
mouth�location

Campanian Squatina�sp. Case�and�
Schwimmer�（1998）

USA Georgia Eutaw�Formation marshy�and�lagoonal�
back-barrier�environments

early–late�
Santonian “Squatina hassei” Case�et�al.�（2００1）

USA South�Dakota Belle�Fourche�Shale nearshore Cenomanian Squatina�sp. Cicimurri�（2００1）

USA New�Mexico Dalton�Sandstone shoreline Coniacian Squatina�sp. Johnson�and�Lucas�
（2００3）

Europe

France Charentes�region Zone�of�CIV�and�CV outer�neritic Campanian “Squatina�cf.�hassei” Vullo�（2００5）

Sweden Kristianstad�Basin, Asen�locality shallow�marine early�Campanian
Squatina（Squatina）
   lundegreni
Squatina（Squatina）
   fortemordeo

Siversson�et�al.�
（2０16）

England Downend Culver�Chalk�Formation pelagic�（Gale�et�al.�2０15） early�Campanian.

Squatina�sp.
Squatina cranei
（=Squatina decipiens �
in�Underwood�and�
Ward,�2００8）

Guinot�et�al.�（2０12）
Underwood�and�
Ward�（2００8）

Germany Stromberg-Oelde/
Hamelbach Stromberger�beds epipelagial�to�

bathypelagial（turbidites） early�Campanian
Squatina�cf.
���baumbergensis
Squatina�sp.

Hübner�and�
Münster�（2０1０）

Germany Haver quadrata quadrata-zone,
lingua/quadrata-subzone. pelagic�or�bathyal early�Campanian Squatina

  �baumbergensis
Thies�and�Münster�
（1993）

England
Berkshire�West�
Sussex
Buckinghamshire.

Uppermost�Seaford,�
Newhaven�Chalk�
Formation

marine Santonian�to�
Campanian

Squatina�sp.
Squatina cranei
（=Squatina decipiens��
in�Underwood�and�
Ward,�2００8）

Guinot�et�al.�（2０12）
Underwood�and�
Ward�（2００8）

Czech�
Republic Bohemian�Basin������������������������� Teplice�Formation��������������������������������������������������������� shallow�marine（water�depth�

close�to�storm�wave�base） late�Turonian Squatina lobata Wiese�et�al.�（2００4）

South�
America

Chile Algarrobo Estratos�de�Quebrada�
Municipalidad,�level�7 − early�

Maastrichtian Squatina sp. Otero�（2０25）

Chile Loanco Quiriquina�Formation outer�shelf�（Frey�et�al.�2０16） late�Maastrichtian Squatina sp. Suarez�et�al.�（2００3）

Antarctica
Antarctic James�Ross�Island

Herbert�Sound�Member�
of�Santa�Marta�
Formation

inner�shelf
late�Campanian–
?earty�
Maastrichtian

Squatina�sp. Kriwet�et�al.�（2００6）

Antarctic Marambio（Seymour）
Island

Lopez�de�Bertodano�
Formation�klb9�unit continental�shelf late�Maastrichtian Squatina sp. Otero�et�al.�（2０14）

Asia

Russia Beloe�Ozero Rybushka�Formation shallow�marine early�Campanian “Squatina hassei” Averianov�（2０14）

Russia Saratov − − late�Cenomanian Squatina�sp. Popov�and�Lapkin�
（2０００）

Japan Osaka
Azenotani�
Formation（Tanimoto�et�
al.�2００1）

deep�water Maastrichtian Squatina�sp. Tanimoto�（2００2）

Japan Fukushima Ashizawa�Formation outer�shoreface–inner�shelf Coniacian Squatina sp. Uyeno�and�Suzuki�
（1995）

Japan Kuji Tamagawa�Formation fluvial–estuary Turonian Squatina sp. This�study
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一方，本標本が産出した久慈層群玉川層は河川─河
口の堆積環境が推定されており（梅津ほか 2０13），よ
り陸域に近い．既知の白亜紀のカスザメ属化石の産出
層の中で，アメリカ合衆国のジョージア州に分布する�
Blufftown�Formation（カンパニアン）はバックバリ
ヤーもしくは河口付近の堆積環境が推定されており�
（Case�and�Schwimmer,�1998；表 1 ），他産地と比較
すると玉川層に比較的近い堆積環境が推定されてい
る．現生種では太平洋東部に生息するカリフォルニア
カスザメ Squatina californica は河口付近も生息の場と
していることが知られている（Ebert 2００3）．このこ
とを考慮すると，後期白亜紀のカスザメ属の一部の種
では，淡水の影響を受ける水域も生息の場としていた
としても矛盾はないものと考えられる．すなわち，久
慈層群玉川層から産出したカスザメ属化石は，後期白
亜紀の北西太平洋においてもカスザメ属の一部が淡水
の影響を受ける水域に適応していた可能性を示唆して
いる．
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要旨

　岩手県に分布する上部白亜系久慈層群玉川層（チューロニアン）からカスザメ類の化石の産出が
認められた．本種はエプロンが薄いこと，近遠心に広がった歯冠基部は高さが低いこと，咬頭の長
さが少なくとも歯冠の高さの半分に達することからカスザメ属に同定される．
　化石が産出した玉川層最上部は河川から河口の堆積環境が考えられていることから，玉川層から
産出したカスザメ属は，淡水の影響を受ける水域も生息の場としていた可能性がある．


